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菊川市令和７年台風第15号による災害に係る被災家屋等の解体及び撤去に関する要綱
　（目的）
第１条　この要綱は、令和７年台風第15号による災害（以下「台風災害」という｡)により、市内において損壊した被災家屋、被災工作物及び残置物について、その所有者の申請に応じ、市が災害廃棄物として解体及び撤去（収集、運搬及び処分を含む。以下同じ｡)することにより、生活環境の保全上の支障の除去、二次災害の防止及び被災者の生活再建の支援を図ることを目的とする。
　（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
(1) 被災家屋　台風災害により損壊したものとして、次のいずれかに該当する家屋、事業所等（事業の用に供する場合にあっては、中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第２条第１項に規定する中小企業者又はこれに準ずる公益法人等が所有するものに限る。以下「家屋等」という｡)であって、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第22条の規定による災害その他の事由により特に必要となった廃棄物の処理の対象として認められる家屋等その他市長が特に必要と認める家屋等をいう。
ア　り災証明書（市長が発行するものをいう｡)の被害状況が、全壊の認定を受けたもの
イ　被災証明書（市長が発行するものをいう｡)及び写真等により全壊に相当すると市長が判断したもの
(2) 被災工作物　台風災害により損壊した工作物、がれき等で、早急に解体及び撤去をしなければ人的若しくは物的被害を引き起こすおそれがある又は生活環境の保全上の支障を及ぼすと認められるものをいう。
(3) 残置物　被災家屋からやむを得ない理由により搬出できないために残置されたものをいう。
　（解体及び撤去の対象物）
第３条　市が実施する解体及び撤去の対象物は、被災家屋、被災工作物及び残置物（以下「撤去対象物」という｡)とする。
２　前項の対象物には、庭木及び庭石の類（作業上撤去が必要なものを除く｡)並びに被災家屋の基礎以外の地下埋設物及び地下構造物等（ブロック塀の基礎部分を含む｡)を含まない。ただし、一体的に解体及び撤去が行われなければ、撤去対象物の解体及び撤去を実施できないと認められる場合は、この限りでない。
３　次条に規定する申請者が自ら改修工事等を実施する等の理由により撤去対象物の一部を解体及び撤去する場合は、この要綱の対象としないものとする。
　（申請等）
第４条　撤去対象物の解体及び撤去の申請をしようとする撤去対象物の所有者（以下「申請者」という｡)は、撤去対象物の解体及び撤去に係る申請書（様式第１号）に別表に掲げる書類その他市長が必要と認める書類を添えて、市長に申請しなければならない。
２　前項に規定する申請書の提出期限は、令和８年12月18日とする。ただし、やむを得ない事由があると市長が認めるものについては、別に提出期限を定めることができるものとする。
　（審査）
第５条　市長は、前条第１項の申請があったときは、その内容を審査し、解体及び撤去の実施の可否を決定するとともに、その旨を申請者に通知するものとする。
　（解体及び撤去の費用）
第６条　前条の規定による決定に基づき実施した解体及び撤去に係る費用は、第１条の目的を達成するために市長が必要と認める範囲で、市が負担する。
　（遵守事項）
第７条　第５条の規定による実施の決定の通知を受けた申請者（以下「実施対象者」という｡)は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。
(1) 撤去対象物の解体及び撤去の実施前までに当該被災家屋内の家財道具等（残置物を除く｡)を搬出すること。
(2) 撤去対象物に連結されている水道、ガス、電力、電話、有線放送等の配管、結線等の除去工事及びそれに伴う諸手続は、申請者がそれぞれの供給事業者に対し必要な手続を解体及び撤去の実施前までに完了すること。
(3) 他者の所有に係る災害廃棄物を撤去対象物と一緒に廃棄しないこと。
(4) 撤去対象物の解体及び撤去の実施に当たり、隣接地の掘削や立入りが必要となったときは、隣接地の所有者からの同意を得ること。
(5) 撤去対象物の解体及び撤去の実施については、事前に近隣への周知を行うこと。
(6) 撤去対象物の解体及び撤去に伴う各種手続については、実施対象者が行うこと。
２　市長は、前項各号に掲げるもののほか、撤去対象物の解体及び撤去に際し必要な条件を付することができる。
　（申請の取下げ）
第８条　実施対象者が、やむを得ない理由により解体及び撤去の申請を取り下げる場合は、第５条の規定による通知があった日の翌日から起算して５日以内に申請取下書（様式第２号）を市長に提出しなければならない。
　（完了通知）
第９条　市長は、撤去対象物の解体及び撤去を実施したときは、実施対象者に対し、速やかにその旨を通知するものとする。
　（決定の取消し等）
第10条　市長は、実施対象者が偽りその他不正な手段により撤去対象物の解体及び撤去を行わせようとしたことが判明した場合は、解体及び撤去の決定を取り消すものとする。
２　前項の場合において、撤去対象物の解体及び撤去が既に実施されたときは、市は当該申請者に対し、その費用の全額を請求できるものとする。
　（補則）
第11条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。
　　　附　則
　この告示は、令和８年８月10日から施行し、令和９年３月31日限り、その効力を失う。
別表（第４条関係）
	申請者
	書類
	その他の要件

	申請者全員
	り（被）災証明書
	空き家等により、り（被）災証明書が発行されない場合については、別途相談すること。

	
	本人確認できる免許証、保険証等の身分証明書の写し
	

	
	印鑑登録証明書
	申請をした日においてその交付の日から３か月以内のものに限る。

	
	撤去対象物の登記事項（家屋）全部事項証明書
	未登記の場合は、固定資産評価額証明書を提出すること。
申請をした日においてその交付の日から３か月以内のものに限る。

	
	配置図（様式第３号）
	

	
	撤去対象物の現況写真
	撤去対象物の全景が写っていること。（解体及び撤去する対象が特定できるもの）

	代理人が申請手続を行う場合
	委任状（様式第４号）
	

	
	委任者の印鑑登録証明書
	申請をした日においてその交付の日から３か月以内のものに限る。

	共有者（相続手続中の者を含む｡)の代表者が申請手続を行う場合
	共有者及び相続人全員（代表者を除く｡)の撤去対象物の解体及び撤去に係る同意書（様式第５号）
	

	
	共有者及び相続人全員（代表者を除く｡)の印鑑登録証明書
	申請をした日においてその交付の日から３か月以内のものに限る。

	法人格を持つ中小企業者及び公益法人等の代表者が申請手続きを行う場合
	商業・法人登記簿謄本
	申請をした日においてその交付の日から３か月以内のものに限る。

	賃貸物件の所有者が申請手続を行う場合
	賃借人全員の撤去対象物の解体及び撤去に係る同意書
（様式第６号）
	

	所有権が差し押さえられている撤去対象物の所有者が申請手続を行う場合
	差し押さえている債権者全員（本市を除く｡)の撤去対象物の解体及び撤去に係る同意書（様式第６号）
	

	所有者が死亡し、相続人が申請手続を行う場合であって、相続人の間で協議を行い解体及び撤去する建物の相続人が決定している場合
	遺産分割協議書
	解体及び撤去する撤去対象物の相続人が明らかになっていること。

	
	相続人全員分の印鑑登録証明書
	遺産分割協議書に押印している相続人全員分であること。

	
	所有者が死亡していることが分かる書類（除籍謄本、
戸籍謄本、死亡検案書等）
	

	
	相続人全員分の戸籍謄本
遺産分割協議書に記載されているものが相続人全員であることがわかる書類
	

	所有者が死亡し、相続人が申請手続を行う場合であって、相続の協議が完了していないが、撤去対象物の解体及び撤去について相続人全員が同意している場合
	相続人全員（申請者を除く｡)の撤去対象物の解体及び撤去に係る同意書（様式第５号）
	

	
	相続人全員の印鑑登録証明書
	


	
	所有者が死亡していることが分かる書類（除籍謄本、戸籍謄本、死亡検案書等）
	

	
	相続人全員分の戸籍謄本
同意書を提出している者が、相続人全員であることが分かる書類
	

	所有者が死亡し、建物等を相続したことが分かる公正証書遺言がある場合
	公正証書遺言
	解体及び撤去する撤去対象物の相続人が明らかになっていること。

	
	所有者が死亡していることが分かる書類（除籍謄本、戸籍謄本、死亡検案書等）
	

	
	相続人全員分の戸籍謄本
公正証書遺言に記載されている者が、相続人全員であることが分かる書類
	

	所有者が死亡し、家庭裁判所で遺産分割調停が成立した場合
	遺産分割調停調書（正本又は謄本）
	

	所有者が死亡し、家庭裁判所で遺産分割審判が確定した場合
	遺産分割審判書（正本又は謄本）及び確定証明書

	




様式第１号（第４条関係）
撤去対象物の解体及び撤去に係る申請書
　　年　月　日　
　菊川市長　氏　　　　　名　宛
　
　　私は、令和７年台風第15号による災害により損壊した下記の撤去対象物について、菊川市による解体及び撤去を申請します。
　　なお、当該撤去対象物についての権利関係については確認しており、権利関係者に対しては、解体及び撤去について説明の上、同意を得ております。
　申請者（家屋等所有者）
	申請者
	住所
	〒


	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	
	生年月日
	年　　　月　　　日
	電話
	

	申請代理人
	住所
	〒


	
	
	　　　　　　　　　　　　印
	電話
	

	
	申請者との関係
	□配偶者　□子　□兄弟姉妹　□その他（　　　　　　　　　　　）

	連絡先
	※撤去立会、調整等の連絡先　　□申請者と同じ　□申請代理人と同じ　

	
	住所
	〒


	
	
	
	電話
	


　　申請する撤去対象物の概要
	所在地
	□申請者住所と同じ
□異なる　所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	撤去対象物の種類
	□住宅　□倉庫・物置　□その他（　　　　　　　　　　　　）

	り（被）災証明書
	□有（全壊又は半壊）（証明書受付番号：　　　　）　　□無

	撤去対象物の現況
	□既に倒壊している　□他の家屋等に物的被害を生じさせている
□撤去対象物の倒壊による人的・物的被害が生じるおそれがある
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	撤去対象物の
権利関係
	(1)共有者　　□なし　□あり（自分の外　　名）
(2)区分所有　□なし　□あり
(3)権利関係（賃借権、抵当権、根抵当権等）
□なし　□あり（内容・権利者　　　　　　　　　　　　　）
解体及び撤去に関する権利者の同意　□なし　□あり

	備考
	




撤去対象物の解体及び撤去に係る同意

　　本書により申請した撤去対象物について菊川市が解体及び撤去を行うに当たり、以下の点について同意します。

(1) 菊川市からの連絡調整に応じ、現地立会いを行うなど、トラブルの防止に自ら誠意をもって対応すること。
(2) 全ての権利関係者の同意を得ており、菊川市及びその委託を受けた者に対し、一切の不服申し立て及び紛争の提起をしないこと。
(3) 権利関係者その他の者との紛争が生じた場合は、申請者の責任において解決すること。
(4) 解体及び撤去の実施までに、撤去対象物の内部に所在する家財道具その他自己の所有に係る金品等を搬出すること。ただし、危険を伴う場合はこの限りでない。
(5) 解体及び撤去する撤去対象物に連結されている、水道、ガス、電力、電話、有線放送等の配管、結線等の除去工事及びそれに伴う諸手続は、申請者が解体及び撤去の実施までに完了させること。
(6) 菊川市及びその委託を受けた者が、撤去対象物の敷地内に立ち入ること。また、隣接地への立入り等が必要となったときは、申請者の責任において、隣接地の所有者からの同意を得ること。
(7) 菊川市が解体及び撤去のため、撤去対象物に係る固定資産税の評価及び賦課に関する情報について、必要な範囲で閲覧・照会をすること。
(8) 庭木、庭石の類等（作業上撤去が必要なものを除く｡)及び地下埋設物、地下構造物等（ブロック塀の基礎部分を含む｡)の解体及び撤去は菊川市が行わないこと。また、改修工事等に伴う撤去対象物の一部解体は菊川市が行わないこと。

（注記）
■代理人による申請の場合は、撤去対象物所有者からの委任状（実印）を添付してください。
■申請書提出の際に、運転免許証など本人確認のできる書類の確認・複写をします。

　　　氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


様式第２号（第８条関係）

申請取下書

年　月　日　

菊川市長　氏　　　　　名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　印　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　年　月　日付けで実施の決定を受けた撤去対象物の解体及び撤去について、次の理由により申請を取り下げます。

記

　申請取下げの理由


様式第３号（別表関係）
配置図
	































【作成上の注意】
１　枠内の方位に従って、枠内に敷地全体が収まるように記載してください。
２　敷地内の建物は、全て記載してください。
３　浄化槽、下水桝等の位置を分かる範囲で記載してください。
４　解体及び撤去を希望する建物には「解体」と記載してください。
５　解体を希望しない建物には「残す」と記載してください。
６　建物には、「住宅」「事務所」「倉庫」などの名称と階数を書いてください。
※　この様式を参考として、別の様式での提出も可能です。
様式第４号（別表関係）
委任状
　　受任者　住所（所在地）
　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　上記の者を代理人と定め、次の権限を委任します。
１　令和７年台風第15号による災害で損壊した下記の撤去対象物に係る「撤去対象物の解体及び撤去に係る申請書」及び当該申請に必要な書類を菊川市に提出すること。
２　申請に係る書類に不備がある場合に、当該申請書の補正又は取下げをすること。
３　上記１及び２のほか、当該申請に関して必要な一切の権限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　年　月　日
　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　委任者　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　
　　　　　　生年月日　　　　　　　年　月　日　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　電話番号　　　　（　　）　　　　　　　　　　　　　　　　
※委任者の印は、印鑑登録証明書と同じ印（実印）を押し、印鑑登録証明書（原本）を１通添付してください。
	撤去対象物の名称
（アパート、マンション等の場合）
	

	所在地
	菊川市　　　　　　


　※登記事項証明書に記載されている地番を記載してください。



様式第５号（別表関係）
撤去対象物の解体及び撤去に係る同意書（共有者・相続人）
　　年　月　日　
　　菊川市長　氏　　　　　名　宛
	
同意する所有者
	住　所
（所　在）
	

	
	フリガナ
氏　名
（名　称）
	

	
	
	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	
	電話番号
	


※同意する所有者の印鑑登録証明書（原本）を添付してください。
　私は、共有する下記の撤去対象物（持分　／　）の解体及び撤去に関して、以下について同意します。
(1) 共有者　　　　　　　が菊川市に撤去対象物の解体及び撤去を申請することに同意し、菊川市及びその委託を受けた者に対し、一切の不服申し立て及び紛争の提起をしないこと。
(2) 撤去対象物の解体及び撤去に関し、権利関係者その他の者との紛争が生じた場合は、私を含む共有者の責任において解決すること。
(3) 撤去対象物の解体及び撤去の実施までに、当該撤去対象物の内部に所在する家財道具その他自己の所有に係る金品等を搬出すること。ただし、危険を伴う場合はこの限りでない。
(4) 解体及び撤去に伴い、撤去する撤去対象物に連結されている、水道、ガス、電力、電話、有線放送等の配管、結線等の除去工事及びそれに伴う諸手続は、申請者が解体及び撤去の実施までに完了させること。
(5) 撤去対象物の解体及び撤去の実施に当たり、菊川市及びその委託を受けた者が、被災家屋の敷地内に立ち入ること。また、隣接地への立入り等が必要となったときは、申請者の責任において、隣接地の所有者からの同意を得ること。
(6) 菊川市が解体及び撤去のため、被災家屋に係る固定資産税の評価及び賦課に関する情報について、必要な範囲で閲覧・照会をすること。

記
（撤去対象物）
　　　　　　　　　　　　所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　建物の種類及び名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



様式第６号（別表関係）
撤去対象物の解体及び撤去に係る同意書（関係権利者）
年　月　日　
　　菊川市長　氏　　　　　名　宛
１　撤去対象物の所有者
　　下記の建物の解体及び撤去について、撤去対象物の所有者として、全ての関係権利者の同意を得ました。また、解体及び撤去に当たっては、近隣住民への事前告知を行うとともに、紛争が生じた場合は責任をもって対応いたします。

記
	撤去対象物
	所在地

	
	建物の名称

	撤去対象物の所有者
	住所

	
	氏名



２　関係権利者（※欄が足りない場合は、任意様式で追加してください｡)　
　　上記１の建物の解体及び撤去に同意いたします。　
　　※同意者の印鑑登録証明書（原本）を添付してください。　

　（同意者）　

　①住所　　　　　　　　　　　　　　　　　④住所　　　　　　　　　　　　　　　
　  氏名　　　　　　        　　印　　　　　氏名　　　　　　        　　印
　　　　所有者との権利関係　　　　　　　　　　  所有者との権利関係
　　　　（　　　　　　　　　　　　）　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　 
　②住所　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤住所　　　　　　　　　　　　　　　
　  氏名　　　　　　        　　印　　　　　氏名　　　　　　        　　印
　　　　所有者との権利関係　　　　　　　　　　  所有者との権利関係
　　　　（　　　　　　　　　　　　）　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　③住所　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥住所　　　　　　　　　　　　　　　
　  氏名　　　　　　        　　印　　　　　氏名　　  　　         　 　印
　　　　所有者との権利関係　　　　　　　　　　  所有者との権利関係
　　　　（　　　　　　　　　　　　）　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
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